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平 成 9年 度 総 会 御 案 内
日 時

内 容

6月21日的 午 後3時
御招待予定恩師

場 所  母校 本 庄高校視聴覚教室
久 保 田 正 義 先生

僧)午 後5時 懇 親 会 (会費3,000円)
① 場 所 埼 玉グランドホテル本庄 (本度駅南日)
② 交 通 母 校よりの送迎バスの用意あり

１

２

午後3時 通 常総会
午後4時 記 念音楽会
演奏 本 高吹奏楽圏

指揮 中 島 豊

発 行

県立本庄高校同窓会
会長 戸谷全克

節
目
の
年
に
思
う

同
窓
会
長
　
一戸

（谷

畢克

奮全
祝 ・創立七十五周年植樹記念

埼玉県立本庄高等学校同悪会 平 成九年二月十日
本庄市中央卜7‐21

戸 谷  八  内

a0495(22)2008

母
校
の
木
々
の
緑
も

一
段
と
深

み
を
増
ｔ
て
参
り
ま
し
た
。

会
員

の
皆
様
に
は
ご
健
勝
に
て
ご
活
躍

の
事
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

前
号
に
て
お
知
ら
せ
致
し
ま
し

た
よ
う
に
、

母
校
は
大
正
十

一
年

盆

九
二
一
じ

四
月
八
日
開
校
以

来
、

今
年
で
七
十
五
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、

関
東
大
震
災
、

大
恐
慌
、

戦
争
、

敗
戦
、

戦
後
イ
ン
フ
レ
等
時
代
の

移
り
変
わ
り
は
激
し
く
、

学
校
も

そ
の
時
代
の
影
響
を
受
け
軍
事
教

練
、

勤
労
動
員
、

疎
開
生
徒
の
受

入
れ
等
の
対
応
を
余
儀
無
く
さ
れ

て
参
り
ま
し
た
。

特
に
戦
後
の
六

三
二
綱
の
実
施
に
伴
う
学
制
改
革

で
、

昭
和
二
十
三
年

（
一
九
四
八
）

四
月

一
日
よ
り
新
制
高
等
学
校
と

し
て
発
足
し
、

同
年
九
月

一
日
に

は
定
時
制
課
程
を
併
置
、

更
に
昭

和
二
十
五
年

（
一
九
五
①
）
七
月

一
日
よ
り
は
本
産
女
子
高
等
学
校

を
統
合
し
て
現
在
の
態
様
に
な
っ

た
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
新
体
制

も
既
に
五
十
年
に
な
ろ
う
と
し
て

お
り
ま
す
。

そ
の
間
、

学
校
を
取

り
囲
む
教
育
環
境
も
激
変
致
し
ま

掛
川
　
繁

（高
２
）
植
樹

岩
本
英
人

（中
２０
）
揮
軽

星
野
栄

一
（高
８
）
石
碑

協力者

し
た
。

か
つ
て
は
児
玉
郡
市
は
も

と
よ
り
深
谷
、

秩
父
、

伊
勢
崎
等

近
隣
各
地
に
は
県
立
中
学
校
が
な

か
っ
た
関
係
で
、
学
校
側
か
ら
み

れ
ば
正
に
買
い
手
市
場
で
あ
っ
た

わ
け
で
あ
り
ま
し
た
が
、

現
在
は

多
く
の
競
合
校
が
出
来
、

そ
の
上

中

・
小
学
生
の
総
数
が
減
少
に
転

じ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
”

こ
の
厳
し
い
現
実
に
直
前
被
長

・

教
頭
は
学
校
改
革
を
合
い
言
葉
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
下
さ
い
ま
し

た
。

本
年
度
新
た
に
ご
赴
任
な
さ

れ
た
郷
原
校
長

・
芹
川
教
頭
も
や

る
気

一
杯
と
拝
察
致
し
ま
し
た
。

私
達
も
こ
の
節
目
Ｑ
年
を
与
り
え
、

母
校
の
一
層
の
充
実
発
展
に
寄
与

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

会

員
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

中
寺
寺
幸
幸
や

や

幸

幹

本

部

・
支

部

役

員

寺
寺
幸

韓
韓
幹

寺
寺
串

会
　
長
　
一戸
谷

全
克

副
会
長
　
立
川
　
大
作

副
会
長
　
高
木
　
敏
子

副
会
長
　
膳
水
　
　
賢

副
会
長
　
苦
田
　
建
治

副
会
長
　
塚
越
　
寿
衛

副
会
長
　
竹
並
栄

一
部

副
会
長
　
小
林
　
　
晶

副
会
長
（教
顕
）
芹
川

副
会
長
（教
頭
）
艶
塚

会
　
計

内
野
ヨ
シ
ユ

会
　
計

清
水
　
正

一　
　
高
６

事
　
江
原
　
薦
書
　
　
高
４

事
　
竹
内
恵
美
子
　
　
高
６

闘

岡

　

祐
孝

　

中
９

顧 監 監

一角
１

中

９

女
８

中
１９

高
２

高
２

併
申
２

高
姥

真
漉

光
臣女

１６

顧
闇
（校
長
）郷
原
　
康

一　
　
ヤ“

雷

本

町
　
卜
部
　
義
典
　
一Ｈ門
１

泉
　
　
町
　
竹
並
栄

一
郎
併
中
２

上
　
　
町
　
境
野
　
　
盤
　
南
２

照

若

町
　
飯
野
　
利
衛

中
１９

仲
　
　
町
　
中
田
　
脂

一　
中
１９

七

軒

町
　
町
盟
　
一
徳
　
一品
５

本
　
　
的
　
矢
代
　
和
正
　
高
６

台
　
　
町

松
本

敬

一　
定
１

税

本

町
　
村
田
敬
次
郎
　
中
２２

末

広

町
　
野
校
一
蔭
治
　
高
５

諏

訪

町
　
井
上
　
目
幸
　
中
２２

親

日

町

内
藤

　

明
　
高
３

藤

　

圏
　
荻
野

　

糖
　
中
８

仁
　
　
手
　
福
島
　
好
正
　
高
３

旭
　
　
亀
日
　
本
二
　
高
４

北
　
　
泉
　
鞘
倉
　
義
久

中
Ｈ

Ａ
守　
　
井
　
岡
芹
繊
五
郎
　
中
１０

児
　
　
玉
　
士
臓田
　
礎
治
　
高
２

美

　

量
　
春
山
　
一
言
一　
高
３

神
　
　
川
　
金
井
　
久
直
　
中
２２

神

　

泉
　
新
井
　
従
信

中
１５

上
盟
神
保
原
　
森
村
　
信
行
高
１４

上
里
賀
薬
一　
小
野
　
英
彦
　
馬
１４

土
盤
七
本
本
　
斎
藤
　
勝
次
嵩
１４

上
里
長
播
　
小
柳
　
喜
政
　
一品
１０

岡
　
　
部
　
茂
本
　
　
肇
　
中
Ｍ

寄

　

居

松
本

恭
二
　
馬
２

深
　
　
谷
　
庸
水

　

賛
　
中
１９

熊

　

谷

西
村

県
庁
県
南
　
中
居

伊

勢

崎
　
苦
澤

新
　
　
町
　
閑
鴫

栞
　
　
一泉
　
冨
田

本
庄
市
役
所
　
小
林

茂
雄
　
中
１７

武
夫
　
一品
６

唯
志
　
高
１１

琵
皓
　
一愚
６

三
郎

中
４

Ｈ競
　
一品
‐２

ユ
ー
ザ
イ
　
北
川

　

茂

一品
ｎ

沖

電

気

村
岡

児
玉
都
市
教
職
員

徳
英
　
高
１５

編
島

巌
高
８
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新
し
い
世
紀

へ
の

あ
る
幡
れ
た
日
に
、

七
十
有
余

年
の
輝
か
し
い
伝
統
に
彩
ら
れ
た

本
度
高
校
に
赴
任
し
て
参
り
ま
し

た
。

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

今
教
育
界
は
、
目
ま
ぐ
る
し
い

変
化
の
中
で
、

二
十

一
世
紀
と
い

う
新
し
い
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
教

育
を
目
指
し
て
、

大
き
く
動
き
始

め
て
い
ま
す
。
し
か
も
人
々
の
価

値
観
は
多
様
化
し
、
も
の
の
本
質

の
見
え
に
く
い
時
代
に
も
な
っ
て

お
り
ま
す
。

そ
う
い
う
中
に
あ
っ

て
、

「
も
の
の
盤
か
さ
」

か
ら

「心
の
豊
か
さ
」
を
大
切
に
し
た
、

そ
う
い
う
教
育
が
求
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

本
威
高
校
の
教
育
は
、

長
い
伝

統
の
力
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
こ
う

し
た
流
れ
を
的
確
に
捕
え
て
、

国

際
化
の
進
む
二
十

一
世
紀
を
担
う

社
会
の
一
員
と
し
て
、

時
代
の
要

講
に
応
え
る
、

全
力
を
尽
く
す
人

開
づ
く
り
に
い
っ
そ
う
取
り
組
む

こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

教
育
を
求
め
て

新
学
校
長

！郷

！原
　
康

ま
す
↓
　
　
　
　
　
　
　
　
！

！

私
達
は
、

日
強
と
規
律
、

意
志

と
活
力
、
こ
の
恵
ま
れ
た
教
育
環

境
つ
本
座
闘
校
で
ヽ
生
徒
達
が
ま

す
ま
す
勉
学
に
励
み
、

体
力
■
気

力
を
養
い
、
理
想
を
寓
ぐ
掲
げ
！、

明
る
く
、
た
く
ま
し
い
高
校
生
活

を
送
れ
る
よ
う
、

七
十
五
年
と
い

う
す
ば
ら
し
い
伝
統
を
踏
ぎ
え
て
、

創
造
性
と
豊
か
な
心
を
は
ぐ
ぐ
む

教
育
の
実
現
に
向
け
て
、

最
害
の

努
力
を
払
い
た
い
、

そ
の
こ
と
を

通
し
て
、

社
会
に
大
き
く
貢
献
す

る
人
づ
く
り
に
学
校
を
あ
げ
て
取

り
組
み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
こ
と
が
、

生
徒
達
が
限
り
な

い
天
空
の
か
な
た
へ
、
自
ら
の
目

標
実
現
に
向
け
て
飛
翔
す
る
も
の

で
あ
る
と
信
じ
て
い
る
か
ら
で
あ

り
ま
す
。

本
校
同
窓
会
員
の
数
は
、

す
で

に
こ
万
名
を
超
え
、

各
方
面
で
活

躍
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
ひ
と

え
に
、

同
窓
生
の
皆
様
方
の
た
ゆ

ま
ざ
る
ご
精
進
の
賜
物
で
あ
り
ま

す
。

皆
様
の
、

母
校
の
発
展
へ
の

い
っ
そ
う
の
ご
支
援
を
お
願
い
じ

ま
す
と
共
に
、
皆
様
の
さ
ら
な
る

ご
活
螺
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

ご
抜
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新

入

！平
成
九
年
二
月
十
日
・
十

一
日

の
新
入
会
員
入
会
式
に
は
校
長
先

生
始
め
学
校
関
係
者
ご
臨
席
の
も

と
↑
会
長
以
下
本
部
役
員
が
出
席

し
た
。
そ
の
折
り
の
新
入
会
員
代

！表
の
謝
辞
を
紹
介
す
る
。
　
■

！！　
　
　
鶴

　

　

鶴

！
！事
業
生
代
表
　
　
　
　
　
！

！
！
　

闘

口

真

市

合

）

一
今
、
委
嘱
状
を
い
た
だ
き
、

誇

！り
に
思
う
と
共
に
、

責
任
感
を

ず
っ
し
少
と
感
じ
て
い
ま
す
。

私

た
ち
は
、

人
生
の
節
目
を
迎
え
、

も
う

一
歩
社
会
へ
と
前
進
し
て
い

↑
訳
で
す
が
、
自
分
の
信
念
だ
け

は
じ
っ
か
り
持
っ
て
道
を
築
き
上

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、

本
庄
高
校
が
私

た
ち
の
母
校
と
な
る
こ
と
を
大
変

誇
り
に
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

思

う
こ
と
は
誰
で
も
で
き
る
こ
と
で

す
。

本
庄
高
校
に
と
っ
て
、
ま
た

何
よ
り
も
自
分
に
と
っ
て
、

大
切

な
の
は
、
日
々
努
力
す
る
こ
と
で

す
。
そ
し
て
、
自
分
自
身
に
磨
き

を
か
け
、
自
己
満
足
の

「誇
り
」

か
ら
、

誰
か
ら
も
認
め
ら
れ
る

「誇
り
」
に
成
長
さ
せ
る
こ
と
に

意
義
が
あ
る
の
で
す
。

努
力
な
し
で
は
、

良
い
人
間
は

生
ま
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

本
当

に
夢
を
持
っ
て
い
る
人
、

追
い
か

け
て
い
る
人
ほ
ど
、　

霞
舛
力
」
と

い
う
小
さ
な
部
品
を
必
死
で
組
み

立
て
て
い
る
の
で
す
。

そ
の
必
死

さ
は
、
自
分
の
生
き
が
い
で
あ
り
、

楽
し
み
と
な
る
の
で
す
。

そ
の
よ
う
に
、
い
つ
で
も

一
生

懸
命
な
人
で
い
ら
れ
る
よ
う
、

『今
』
と
い
う

一
瞬

一
瞬
を
見

つ

め
、

考
え
て
い
き
ま
す
。
■

器

卒
業
生
代
表
　
　
　
　
！

！
！
鎌

田
　
！雄

倉
）

た
だ
今
は
、

費
董
な
る
記
念
品

を
頂
き
ま
ｔ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
　
】

私
達
十
九
名
は
！、
本
日
本
嵐
闘

等
学
校
を
卒
業
し
、
こ
れ
か
ら
は
、

栄
替
あ
る
本
座
高
等
学
校
劇
窓
会

の
一
員
と
し
て
、

諸
先
輩
皆
様
の

仲
間
入
り
を
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
ご
指
導
下

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
し

て
お
礼
の
こ
と
ば
と
致
し
ま
す
。

穀

韻

輛

灘

韻

鶴

響

本
会
の
顧
間
を
な
さ
れ
て
お
ら

れ
た
坂
本
博
前
校
長
に
は
永
年
に

重
る
県
教
育
界
へ
の
寅
献
を
高
く

評
価
さ
れ
、

去
る
二
月

「教
育
功

労
賞
」
を
受
賞
な
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
９
年
３
月
卒
業

開
窓
会
幹
事

一
態見
（全
・
定
）

○
は
学
年
幹
事

ク
ラ
ス
　
氏
　
名
　
住
所

１
　
摘
水

　

歩

（神
川
町
）

黒
澤
　
樹
霊

（上
豊
町
）

２
０
関
日
　
真
市

（深
谷
市
）

岩
隠
喜
美
子

（熊
谷
市
）

３
　
繊
茂
　
弘
充

（本
産
市
）

○
富
谷
有
霊
子

（本
庄
市
）

４
　
高
橋

　

淳

（深
谷
市
）

途
見
久
美
子

（上
里
町
）

も
　
石
井
　
立鴫
児

（本
座
市
）

憲
樫
　
妙
子

（岡
部
町
）

６
　
酒
井
　
裕
之

（児
玉
町
）

豊
川
　
真
弓

（熊
谷
市
）

７
　
波
田
野
和
生

（深
谷
市
）

天
野
　
真
麗

（神
川
町
）

８
　
植
竹
　
章
男

（本
庄
市
）

石
田
英
沙
子

（本
度
市
）

９
　
関
根
　
芳
信

（上
豊
町
）

磨
藤
　
沙
織

（伊
勢
崎
市
）

定
　
鎌
田
　
　
雄

（本
産
市
）

加
藤
ゆ
か
り

（本
庄
市
）

母
校
に
図
書
の
寄
贈
を

同
窓
会
で
は
十
八
号

（平
成
六

年

一
月
十
日
発
行
）
で
会
農
著
書

の
母
校
寄
贈
を
呼
び
掛
け
ま
じ
た

所
、

今
回
も
次
の
方
よ
り
ご
寄
贈

が
あ
り
ま
し
た
の
で
発
表
さ
せ
て

戴
き
ま
す
。

中
＝

田

雷

呂
樹

一
艦

＝

中

著
者

関
濁
英
沙
憲

（高
十
四
）

長
編
推
理
小
説

「悪
業
の
陸
」

平
成
九
年
度

当
初
人
事
異
動

（敬
称
略
）

【退
　
職
】

校
　
長
　
坂
本
　
博

（金
田
制
）

教
　
論
　
小
林
敏
男

（金
田
制
）

教
　
諭
　
江
療
節
子

（全
博
鯛
）

【転
　
触
】

（全
国
制
）

教

頭
　
萩
原
洋
造
　
常
盤
ス
品

教
　
論
　
大
容
芳
滋
　
熊
谷
農
高

教
　
諭
　
石
坂
晃

一　
児
玉
高

実
　
助
　
新
井
弥
生
　
臨
採

主
　
任
　
高
楯
英
子
　
覚
玉
闘

主
　
撃
　
大
澤
　
康
　
川

（卜ｉｌ
触
対

非
講
師
　
小
柳
法
子
　
児
玉
高

（定
時
制
）

非
講
師
　
小
柳
法
子
　
児
玉
高

【転
　
入
】

（全
日
観
）

校
長
　
郷
原
醸

一　
瑚
ン教
婿
‐

教
顕
　
芹
川
真
澄
　
教
育
改
革
索

教
諭
　
目
黒
購
美
　
本
度
北
高

教
輪
　
林
　
　
一　
寄
歴
出

教
諭
　
茂
本
公
雄
　
寄
届
高

教
諭
　
水ヽ
井
隆
夫
　
浦
和
一出
（定
）

主
任
　
金
子
み
つ
江
　
深
谷
薦
高

【臨
　
漂
】

（全
瞬
制
）

教
諭
　
松
岡
曲
美
子
　
児

郎
楊
高

実
助
　
渡
避
久
殺
　
　
玉
川
王
高

主
導
　
小
暮
夏
代
　
　
上
尾
高

六更
　
新
】

非
講
師
　
小
林
由
盤
子

（金
Ｈ
制
）

兼
教
諭
　
中
山
幸
男
　
（定
唯
鯛
）

【新
採
用
】

非
講
師
　
小
営
出
綾
子

（全
掛
制
）

【再
採
用
】

（定
時
制
）

非
講
師
　
大
場
　
器
子

企
祥
繍
∪

入会

会員

式

「
魂就
報
」
富
沢
　
温
先
生

先
生
に
は
昭
和
二
十

一
年
八
月

よ
り
昭
和
五
十
五
年
二
月
ま
で
、

英
語
教
師
並
び
に
教
頭
と
し
て
ご

指
導
を
戴
き
ま
し
た
が
、

去
る

一

月
六
日
ご
逝
去
な
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
謹
ん
で
ご
累
福
を
お
新

り
申
し
上
げ
ま
す
。
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今
春
の
進
！路
状
況

求
職
者
に
と
っ
て
は
―
ま
だ
ま

だ
冬
の
時
代
。

地
元
の
事
務
職
は

特
に
難
関
で
、

最
終
的
に
就
職
浪

人
が
二
人
で
ま
し
た
。

公
務
員
全
滅
と
い
ヶ
高
校
も！多
い

な
か
、

本
高
は
複
数
合
格
を
果
せ

ま
し
た
。

「適
性
」
検
査
が
難
物
。

今
番
は
新
教
育
課
程
入
試
初
年

度
。

セ
ン
タ
ー
試
験
で
は
、

隅
課

機
で
受
験
の
浪
人
生
の
数
学
が
、

平
均
点
で
現
役
よ
り
五
十
点
も
低

い
と
い
う
問
題
も
生
じ
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
試
験
に
現
役
は
百
十
七

名
挑
戦
。

優
し
定
数
枠
の
少
い
私

大
で
は
苦
戦
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。

瞬
公
立
の
現
役
七
名
合
格
は
数
年

来
最
高
で
す
。

浪
人
は
六
名
合
格
。

現
役
は
四
十
人
学
級

一
期
生
で

昨
年
よ
り
学
年
で
四
■
名
減
で
す

が
、

大
学

・
短
大
と
も
、

合
格
数

は
昨
年
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
た

だ
、

着
実
な
勉
強
の
成
果
で
、

数

校
合
格
と
い
う
者
も
多
く
、

進
学

緩

襲

部

銭

谷

郁

子

実
数
は
例
年
並
の
比
率
。

短
大
の
最
難
関
校
、

青
山
学
院

や
学
習
院
短
に
合
格
し
た
う
ち
、

二
名
は
併
願
の
大
学
に
入
学
、
と

い
う
の
も
、

女
子
の
進
学
特
徴
の

”
環
で
す
。

大
学

・
短
大
の
現
役
合
格
率
は

四
十
％
強
で
す
が
、

女
子
の
多
い

学
年
な
の
に
、

大
学
の
比
重
が
高

ま
っ
た
こ
と
、

実
力
突
破
意
向
が

強
く
、

推
薦
、

特
に
指
定
校
の
比

驚
低
下
な
ど
の
特
色
が
あ
り
ま
す
。

浪
人
は
受
験
機
を
絞
っ
た
形
跡

が
あ
り
、

数
は
滅
っ
た
も
の
の
、

難
閑
校
で
健
闘
を
見
せ
ま
し
た
。

ゑ
蜜
護
■
産
機
雰
本
の
推
援
署
香
現
の

多
い
の
が
専
門
学
校
縦
？
野
日
。

過去5年 間の確定進路推移

「！本埼中　　　　　・一一

去
る
四
月
欄
生
在
住
の
石
田
義

信
氏

（中
十
四
）
よ
り
書
簡
を
戴

き
ま
し
た
。

苦
書
類
の
数
書

「
群

書
盤
徳
こ
食
ハ
百
六
十
六
船
）
を

刊
行
し
た
江
戸
時
代
の
盲
目
の
国

学
者
、

塙
保
こ

一
（
一
七
四
六
十

一
八
二
一
）
を
顕
影
す
る
六
社
）

齢
縦
学
会
の
定
期
刊
行
物
で
ぁ
る

「温
故
叢
誌
十
五
十

一
号
六
！保
己

一
生
誕
二
五
一十
周
年
記
念
号
・
今

秋
十

一
月
五
退
発
行
）
に
も
海
重

県
立
本
産
中
学
校
校
歌
の
歌
調
が

保
己

一
欽
仰
へ
の
立
派
な
歌
調
で

あ
り
ヽ
若
き
食
生
徒
は
高
ら
か
に

！愛
唱
ｔ
、
母
技
ヶ
密
誉
と
伝
焼
Ｌ

精
進
勉
学
ｔ
た
も
と
盆
母
…こ！！紹
介

さ
れ
る
予
定
だ
そ
う
で
す
！
因
み

に

「校
歌
」
に
つ
い
て
は
六
十
周

年
記
念
誌

一
二
四
頁
に
作
調
者
の

田
田
正
義
先
生
が

『心
の
服
朽
ち

せ
ぬ
光
』
と
云
う
歌
調
は

「児
玉

郡
保
木
野
村
出
身
な
る
膏
鮮
人
犠

保
己

一
大
人
の
偉
業
は
今
更
蝶
々

す
る
を
要
し
な
い
。

そ
の
盤
敏
な

る
心
眼
、

不
朽
の
事
業
、

同
時
ま

で
も
吾
等
の
欽
仰
措
か
ぎ
る
所
で

あ
る
」
と
の
畏
敬
の
念
で
作
っ
た

も
の
で
あ
る
と
書
い
て
お
り
ま
す
。

（文
責
　
一戸
谷
金
克
）

「創
立
六
十
周
年
記
念
誌
」
は
健

少
で
す
が
在
藤
が
あ
り
ま
す
。

ご
購
入
希
望
の
会
員
は
母
校
番

山
直
先
生
に
お
中
し
込
み
下
さ
い
。

記
念
誌
代
二
、Ｏ

Ｏ
Ｏ
円

2 ( 0 )

2 ( 0 )

2 ( 0 )

2 ( 0 )

2 ( 0 )

学

学

学

学

学

大

大

大

大

大

翻

酬

鞘

印

鞘

東

京

治

奈

知

策

明

神

( 1
( 1
( 1
( 1
( 1

学学学学学

数敗欺大識

帥靭臓徳期

申的的帥申 子
学

学

学

学

卒嫉数嫌撤

家

正

子

圏

一泉
一泉
救
成

川

東

策

日

平

( 1 )

( 0 )

( 0 )
学学学学

執舶徹膝
微鞭強群
文圏女神

学

学

学大
大

状
大

楽
報

一示
野
音
情

！
！
！　
一泉

一泉

大
一申

長
東

東

６‐

６２

６３

６４

６５

( 0 )

( 0 )

( 0 )

( 0 )

( 0 )

( 0 )

( 0 )

( 0 )

( 0 )

学
学
学
学
学

大
大と

大

大

理
収
星
澤

本国
明
麗

術
一
６７

饉

６９

７０

車車沖申時

( 0 )

( 0 )

( 0 )

( 0 )

聖
拓

五
玉

７‐

７２

７３

７４

７５

学

学
学
学

大

　

大

大

科

大

院

能

工

智

学

南

　

山

( 0

( 0

( 0

( 0

産

湘

上

拓

７７

７８

７９

８０

学

学

学

学

学

中申申申車

武
田
北

開
崚

観

８２

髄

盟

８５

( 0 )

( 0 )

( 0 )

( 0 )

( 0 )

学

学

学

学  1 ( 0 )
矛+         309 (101

4年制大学 計    322(108)

1997年 春の
国公立大学    人 数 (現役

学

学

学

学

学

大

大

大

大

信

術

大

馬

鯛

通

芸

州

気

京

締

秋

電

東

信

学

学

学

学

学
中中内申唖

宇
埼
山

千
葛

６

７

８

９

１０

，
国公立 計      13(7)

( )は 現役

1993 1994 1995 1996 1997

国 公 立
4年制大学

13(3) 11(5) 13(2) 10(5)

私  立
4年 制大

177(66) 189(80) 159(72) 1鶴(88) 170(76)

短期大学 112(102)76(74) 94(89) 94(87) 77(75)

・
校

修
球

専
専

69(62) 73(66) 52(52) 80(73) 83(68)

公務員 ・

民間就職
4(4) 6(6) 9(9) 8(5) 11(10)

私立大学    人 数 (現役
贈

８

４

５

２

学

学

学

学

学

大ヒ

大

大

大

大

文

洋

本

西

澤

東大

東

日
城

駒

1 0 ( 2 )

8 ( 4 )

8 ( 4 )

8 ( 3 )

8 ( 2 )

学
学

学
学
学

韓中車中嚇

立
国
東

工
東

６

７

８

９

１０

学学学学学

は大大級大

斜教政癬京

神文法東帝

1 1

12

13

14

15

学学学学学

大大大紳酸

修協治軸縛

申申岬帥岬 学
学
学
学
学

大
大
大
大
大

蝶
院

藤

田
糠

利
習
葉
稲
子

足
学
千
早
女

２‐

２２

２３

２４

２５

学
学

学
学

学
中中貯中中

大
芝
中

亜
駿

拓
２７

閉
郷
３０

学
学
学
学
学

桜
武
成

成
東

３‐
３２
鶴
３４
３５

学

学

学

学

学

大

大

大

大

院

子

大

蔵

教

学

女

里

東

践

武

立

関

実

北

３６

３７

鞘

３９

４０
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柔

道

部

「
や
っ
て
や
ろ
う
」
と
い
ヶ
気

持
ち
で
、

た
だ
我
武
者
羅
に
過
ご

し
て
き
た
二
年
間
が
終
わ
り
、

昨

年
は
団
体
戦
で
県
ペ
ス
ト
ー６
、

あ

と

一
歩
で
関
東
大
会
、

個
人
戦
で

も
県
北
大
会
優
勝
、

そ
し
て
圏
体

候
補
選
手
に
選
ば
れ
る
な
ど
、

少

し
ず

つ
で
は
あ
る
が
、

結
果
が
残

せ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。

じ
か
し
、

本
当
の
、

本
物
の
強

さ
を
身
に
つ
け
た
生
徒

・
選
手
の

育
成
と
な
る
と
疑
間
が
残
る
。

今

後
、

よ
り
高
い
レ
ベ
ル
ヘ
導
い
て

い
く
た
め
に
必
要
な
も
の
は
何
で

あ
る
か
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

ま
ず
、

自
分
た
ち
で
自
分
の
目

標
を
見
据
え
、

自
分
た
ち
で
判
断

し
、

今
、

何
を
や
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
い
の
か
を
常
に
考
え
て
行
動

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、

柔
道
部
員
で
あ
る
と
い
う

前
に
、

高
校
笙
で
あ
る
と
い
う
自

覚
、

あ
た
り
ま
え
の
こ
と
を
あ
た

り
ま
え
に
や
る
、

と
に
か
く
金
力

で
や
っ
て
み
る
と
い
う
気
構
え
が

求
め
ら
れ
る
と
思
う
。

コ
こ
れ
だ

け
の
こ
と
を
や
っ
た
」
と
い
う
自

信
の
中
に

「
柔
道
」
と
い
う
も
の

し
か
見

つ
か
ら
な
い
の
で
は
、
こ

れ
以
上
、

前
進
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
よ
う
な
気
が
す
る
。

本
高
の
生
徒
の
能
力
は
、
ま
だ

ま
だ
こ
ん
な
も
の
で
は
な
い
。

私

も
生
徒
も
、
も

っ
と
も

っ
と
や
れ

る
。

や
っ
て
や
る
。

（文
責
　
森
　
爵
洋
）

女
子パ

レ
ー
部

本
度
高
校
に
転
勤
し
て
五
年
目

を
迎
え
、

女
子
パ
レ
ー
部
の
監
督

も
よ
う
や
く
板
肩

つ
い
て
き
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。

素
人
監
督
が
、

そ
れ
で
も
情
熱
を
持
っ
て
部
活
指

導
に
当
た
っ
て
こ
れ
た
の
は
、

一

生
懸
命
バ
レ
ー
に
打
ち
込
む
生
徒

た
ち
に
恵
ま
れ
た
た
め
で
あ
り
、

活
動
を
支
え
て
下
さ
桑
怒
嬰
躍
々
へ、

Ｏ
Ｇ
の
み
な
さ
ん
の
お
蔭
と
い
つ

も
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
の
六
月
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

予
選
で
、

運
動
部
の
監
督
に
な
っ

て
十
四
年
目
で
初
め
て
県
大
会
に

出
場
で
き
、

ま
た
、

八
月
の
新
チ
ー

ム
で
鶴
ん
だ
夏
季
大
会
で
は
、

県

北
地
区
三
位
と
、
こ
れ
も
初
め
て

賞
状
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

「
が
ん
ば

っ
て
や
れ
ば
、

必
ず

良
い
こ
と
が
あ
る
よ
。

」
と
い
う

の
が
私
た
ち
女
子
パ
レ
ー
部
の
モ
ッ

ト
ー
で
す
。

生
徒
た
ち
だ
け
で
な

く
、

私
自
身
に
一や一由
い
聞
か
せ
て
い

る
も
の
で
す
が
、

あ
き
ら
め
ず
、

で
き
る
と
信
じ
て
、

努
力
す
る
し

か
な
い
よ
う
で
す
。

今
年
の
四
月
の
学
徒
大
会
で
は

も
う

一
歩
の
と
こ
ろ
で
県
大
会
は

逃
し
ま
し
た
が
、

三
年
生
五
名
、

二
年
生
四
名
、

一
年
生
八
名
で
、

毎
日
欠
か
さ
ず
練
習
じ
て
い
重
す
。

厳
し
き
の
中
に
こ
そ
感
動
が
あ
る
。

こ
れ
か
ら
の
女
子
パ
レ
ー
部
の
活

躍
に
期
待
し
て
い
て
下
さ
い
。

（文
費
　
監
督
　
小
測
孝
二
）

図

書

部

こ
こ
二
年
間
、

万
葉
集
を
遊
び

な
が
ら
楽
習
し
よ
う
と
い
う
こ
と

で
、

万
葉
歌
を
歌
っ
た
り
、

視
聴
覚
教
材
や
書
物
を
読

ん
だ
り
、

時
に
は
万
繁
歌

碑
め
ぐ
り
や
拓
本
と
り
、

万
葉
集
を
楽
じ
ん
で
い
る

人
々
に
イ
ン
タ
ピ
ュ
ー
を

一
し
、

万
襲
の
世
界

・
万
葉

・
人
の
心
に
触
れ
て
き
ま
し

た

。文
化
察
で
は
、

万
葉
集

が
蝉
な
る
日
本
最
古
の
歌

集
で
は
な
く
、
現
代
で
も

幅
広
く
親
し
ま
れ
、

楽
し

ま
れ
、

活
用
さ
れ
て
い
る

若
々
し
い
歌
集
で
あ
る
こ

と
を
多
く
の
人
々
に
知
っ

て
い
た
だ
き
た
く
思
い
、

一
尊
門
の
学
者
で
は
な
く
全
く

の
素
人
で
、

万
繋
集
を
独
自

の
方
々
で
築
し
み
、

活
用
し

て
い
る

「現
代
万
葉
衆
」

は
「万
藁
ま
っ
り
」
な
ど
地
域

お
こ
し
に
活
用
し
て
い
る
市

町
村

三
歴
史
的
環
境
と
し
て
、

万
葉

故
地
を
開
発
の
嵐
か
ら
守
ろ

う
と
頼
張

っ
て
い
る
人
々
を

中
心
に
展
本
発
表
し
て
き
ま

し
た
。

今
年
も
ヤ
ジ
ウ
マ
精
神
を
発
揮

し
て
、

万
葉
集
を
遊
び
楽
し
も
う

と
思

っ
て
い
ま
す
。

（文
責
　
屋
　
信
寿
）

吹
奏
楽
部

本
鹿
高
校
の
朝
は
、
プ
ラ
バ
ン

の
音
で
始
ま
る
。

定
時
制
と
の
絡

み
で
放
課
後
の
練
習
時
間
を
十
分

に
取
れ
な
い
た
め
、

そ
の
不
足
を

カ
パ
ー
し
よ
う
と
、

生
徒
連
は
早

朝
か
ら
音
楽
室
に
集
い
、

練
習
が

始
ま
る
。

恒
例
の
定
期
演
奏
会
も
今
年
で

三
十
六
日
を
数
え
、

親
子
で
出
演

し
た
例
も
出
始
め
、

県
下
有
数
の

歴
史
を
誇
る
パ

ン
ド
に
成
長
じ

た
。ま

た
、

毎
年

夏
に
開
か
れ
る

い盗
密
禁
コ
ン
ク
ー

ル
で
は
、
Ｂ
部

門

（中
観
喜

で
、

地
区
大
会

三
年
連
続
金
賀

を
得
て
県
大
会

に
出
場
を
果
た

し
、

九
五
年
に

は
、

最
優
秀
賞

を
獲
得
し
、

県

代
表
と
し
て
、

部
創
立
以
来
初

め
て
、

西
関
東

大
会
に
曲
場
す

る
栄
誉
に
も
輝

い
た
。

昨
年
は
、

全

国
で
も
最
も
ハ
イ
レ
ベ
ル
と
さ
れ

る
Ａ
部
門

（大
編
成
）
に
、

楽
器

不
足
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
も
挑
戦

し
、

地
区
大
会
で
銀
賀
を
得
た
が
、

僅
差
で
黒
大
会
出
場
を
逃
し
た
。

そ
の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
、

今
年

こ
そ
県
大
会
の
ス
テ
ー
ジ
を
目
指

し
て
、
ま
た
早
朝
か
ら
、

練
習
が

始
ま
っ
て
い
る
。

岡
窓
会
員
の
皆
様
も
、

是
非

一

度
、

演
奏
会
に
足
を
お
選
び
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
そ
こ
は
、

青
春
を
音
に
か
け
た
若
者
達
の
熱

い
想
い
で
満
た
さ
れ
て
い
る
は
ず

だ
か
ら
。

（文
費
　
中
島
　
蟻
母
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▼
平
成
八
年
度
事
業
報
告

３
年
４
月
　
母
校
入
学
式
に
出
麟

５
月
０
会
計
監
査

０
会
員
名
簿
発
刊

０
会
報
２３
号
発
行

６
月
　
通
常
総
会
開
催

７
月

野
球
部
応
援

Ｈ
月
働
申
高
連
絡
会
開
催

０
記
念
講
演
会
開
催

９
年
二
月
　
記
念
会
報
２４
号
全
会

員
へ
配
布

２
月
　
支
部
長
会
議

・
新
年

会
開
催

３
月
働
母
校
助
成
金

・
生
徒

育
英
金
を
贈
豊

０
記
念
植
樹
を
行
う

０
新
会
員
八
会
式
開
催

鉛
新
幹
事
の
委
嘱

０
母
校
卒
業
式
に
出
席

※
毎
月
定
例
役
員
会
開
催

▼
平
成
九
年
度
事
業
計
画
案

９
年
４
月
　
母
校
入
学
式
に
出
席

６
月
０
会
計
監
査

０
会
報
２５
号
発
行

６
月
　
通
常
総
会
開
催

７
月
　
部
活
動
の
応
援

８
月
　
記
念
誌
委
員
会
開
催

１０
月
　
中
高
連
絡
会
の
開
催

１１
月
　
記
念
講
演
会
の
開
催

‐２
月
　
会
報
２６
号
発
行

１０
年
１
月
　
育
英
資
金
支
給
及
び

母
校
助
成
金
の
贈
豊

２
月
　
支
部
長
会
議
及
び
新

年
会
の
開
催

３
月
側
新
会
員
入
会
式
開
催

０
新
幹
事
委
嘱
式
開
催

０
母
校
卒
業
式
へ
出
席

※
毎
月
定
拠
役
員
会
の
開
催

平成8年 収支決算及び、
自 平成8年 4月 1 日
至 平成9年 3月 31日

平成9年 収支予算薬
自 平成 9年 4月 1 日
至 平成10年 3月 31日

財 産 目 録 (葉)
平成9年 3月31日

(注1)来 の合計が繰越金で、計6,747・708門になる。
(注2)平 成 9年 3月31日現在、終身会費納入者数

3,837名。
終身会婁

従って、約16年間で1,660万円ほど
i基金が目減りしていることになる。

左記並びに上記の諸表を見、将来に
備え平成 9年度通常総会にてご審議
願う予定の議案について

会長 戸 谷 全 究

紙面の関係で要点のみ列挙致します。詳しくは

総会で説明しますので是非ご出席下さい。
(1)会 費改定の件

①会費変更事由  (a)犠 費の増加

(bl低金利時代の到来
②会費変更の時期 (a)周知親間の必要

(bl実施時期の選定

③具体案例

la)年会 費  現 行1,000円を平成11年より

2,000円とする案。
(bl終身会費  現 行10,000円を21世紀より

15,000円とする案。
修)維持会費新設の件

①新設事由

本来終身会費は基金とし、会運営費はそ
の利息のみとすべきである。しかし現在の

低金芥けではそれは望むべくもない。そこで

円滑な会運営の為、新設を考える。
②金  額 3万～5万円程度を考え、分

割納付も可とする案。

③実施予定時期  80周 年以後
依って次期繰越金は収入合計12,114,866円-5,367,158門=6,747,708円である。

収 入 の 部 (単位 円 )

科 目 平成8年決算 備   考 平成9年予算案

入  会  金
終 身 会 費

年  会  費
寄  付  金

雑  収  入

臨 時 収 入
前年度繰越金

864,000

4,070,000

203,000

170,000

313,337

1,478,140

5,016,389

全国制409名、定時制23名
本年度納入者423名。優し、過去の二重
納入者16名分を一播振替処理する
納入者203名
14万円は終身会費よりの振替。
P6参 照
定額貯金利息186,000門。
その他名簿代、祝金等
会員名簿関連精算金

794,000

500,000

100,000

10,000

100,000

0

6,747,708

宅歩  吾ヤ 12,114,866 8,251,708

(単位 円 )支 出 の 部
科  目 平成8年決算 備   考 平成9年予算案

費

費成

会

編織

総

組

中高連絡会費
事 務 雑 費

費

金

　

費

費

舗鋤　議信

記

母

　

会

通

費際交

給

念

費

費
幾輔業併

育

８０
事

予

ユ77,642

1,344,323

262,080

60,000

31,300

1,810,865

137,141

116,122

1,153,503

50,000

0

234,182

総会、音楽会、
会報23号制作費
会報24号制作費

恩師を囲む懇親会補助

支部長会 ・新年会補助費
新幹事委嘱関連費
卒業記念用認印416本@630
進路指導2万円、図書補助2万円、新聞
部補助1万円
本部役員会費
会報23号郵梗料 592,195円
会報24号郵便料     1,068,490円
支部長会、新年会等葉書代 107,800円
終身会費振込手数料    37,490円

323,270円

830,145円

152,808円

38,100円

4,890円

51,000円

67,141円

19,000円

282,688円

863,543円

その他送料
野球部補助
講演会補助
柏樹祭祝金等
母校と近隣中学との意見交換会
封入経費23号

〃 24号

宛名ラベル6,448円 残 高証明824円
在校生 1名へ支給

倉u立75周年記念植樹関連費用

350,000

1.200,000

258,050

50,000

00,000
2.500.000

150,000

200,000

1,000,000

50,000

1,000,000

1.4438658

合 計 5,367,158 8,251,708

(単位 円 )

科  目 金  額

定 期 預 金
定 額 貯 金
定 額 貯 金
定 額 貯 金
普通預金 (あさひ銀行)
普通預金 (さくら銀行)
当  座   預   金

現        金
郵 便 局 振 替 田 座

10,958,657

5,020,000

3,840,000

1,000,000

978,686

93,044

25,962

1 , 9 5 8

808.058

＊

＊

＊

＊

承

＊

ネ

合 計 22.726t365
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欝

納
入
者
芳
名

Ｈ

８

ｏ
４

●
１

～

Ｈ

９

●
３

●
３‐

但
し
※
の
つ
い
た
方
は
前
号
に
も
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

全
員
で
は
四
二
二
名
。

【中
よ
】
内
野
久
世
　
倉
林
援
市
郎

【中
７
】
田
鞘
弥
太
郎

【中
１２
】
東
村
金
之
助

【中
１４
】
荒
木
鮮
二

【中
１５
】
五
十
嵐
省
客
　
金
井
尚
文

馬
場
　
昌
　
茂
木
英
二

【中
距
】
小
林
芳
人
　
並
木
叢
治

【中
１７
】
大
久
保
正
雄
　
笠
原
光
寿

減
水
俊
夫
　
阻
島
博
哉
　
田

村
盛
次

【中
１８
】
薦
水
守
雄

【中
１９
】
飯
畠
路
輔
　
金
蹟
和
夫

渋
谷
　
博
　
鈴
木
　
博

Ｘ
閑
田
正
己
　
樹
品
　
武

軍

蓋

【中
２０
④
】
板
垣
元
康
　
太
船
昭

一

川
野
昭
平
　
坂
野
治
男

長
谷
川
精

一　
一早
野
克
雄

【中
２２
】
伊
平
保
夫
　
牛
久
保
量
平

戸
塚
頴
二
　
富
樹
博
久

春
山

一
郎
　
森
閣
敬

一
郎

【中
舞
】
岩
田
修

一　
一品
柄
悩
充

癌

語

【中
２４
】
閑

雄
鋼

【中
２４
④
】
用
佐
美
　
絶
　
多
聞
達
郎

松
本
　
甫
　
山
田
　
喬

【併
２
】
横
川
純
男

【笑
１
】
人
　
ク
マ

【女
３
】
水
野
シ
ゲ

【女
５
】
杉
原
和
子

【女
７
】
煉
田
ひ
で
子

【女
８
】
海
老
原
美
登
子
　
締
沼
知
江

大
野
東
子
　
神
岡
初
憩

【女
ｍ
】
鈴
木
ス
メ

【女
Ｈ
】
平
野
美
津
江
　
持
圏
文
子

間
山
芳
子

【女
お
】
若
山
富
士
子

【女
１４
】
堀
込
明
子
　
谷
堂
フ
デ
子

【女
馬
】
森
本
み
さ
を
　
小
悪
行
子

時
間
文
代

【女
五
】
勝
又
照
子
　
石
上
ち
よ

河
田
ゆ
き
子
　
近
藤
富
美
子

並
木
栄
子

【女
Ｗ
】
根
岸
　
和
　
高
揺
静
江

【女
１８
】
間
中
鮒
子
　
米
山
は
な
子

長
露
樋
子
　
早
野
和
子

【女
１９
口
雨
督
光
江
　
久
保
田
保
子

【女
２０
】
笠
原
利
江
　
機
岸
光
子

斉
藤
恵
美
子

【女
２‐
】
大
滝
邦
子

【女
２２
】
題
田
ト
シ
子
　
田
品
ハ
ル
江

柿
沢
寿
々
枝
　
日
向
玲
子

工
藤
住
子

【女
２３
】
田
辺
昭
子
　
大
望
央
代

【
角
１
】
斎
藤
揮

一　
中
村
達
也

【高
２
】
猪
岡
忠
良
　
冨
田
　
字

野
村
　
宏
　
原
　
英

一

【女
高
１
】
高
山
純
子

【高
３
】
内
山
ト
キ
子

中
澤
豊
子

金
井
二
三
男

木
村
初
太
郎

築
田
　
賛
　
鈴
木

一
郎

高
柳
佳
司
　
武
井
直
介

谷
　
隆
元
　
荒
剛
節
子

茂
木
　
満
　
茂
木
秀
雄

矢
購
畠
苦

【高
４
】
井
上
唯
雄
　
茂
本
美
代
子

柳
橋
ス
マ
　
上
原
と
し
子

森
田
峰
子
　
島
村
道
子

【高
５
】
岡
本
光
三
　
金
谷
晃

一

清
水
信
男
　
高
構
弾
史

一島
藤
書
雄
　
冨
田
真
維
子

春
山
福

一
郎

【高
６
】
相
川
直
之
　
飯
晶
政
行

福
田
　
力
　
石
田
芳
子

糞
ロ
ツ
ネ
子
　
岡
田
軍
久
夫

竹
田
初
枝
　
石
晦
節
子

高
福
純
雄
　
橋
本
俊
正

早
野
信
也

福
田
ハ
ツ
子

藤
塚
轟
久
一　
土
塵
知
子

茂
木
伊
勢
子
　
一一一谷
喜
久
江

丸
岡
主
記
子
　
横
田
章
司

小
林
政
子

【高
７
】
飯
塚
）
駒
　
五
十
嵐
祥
江

島
方
千
鶴
　
古
家
智
恵
子

小
平
　
精

根
岸
常
久

町
田
　
修
　
森
本
澄
子

墓
烏
３
】
富
澤
久
子
　
粟
原
　
獲

高
柳
ミ
ツ
子
　
一島
橋
敏
子

萩
原
キ
ミ
子
　
斉
藤
貴
代

盛
田
義
子
　
萩
原
芳
雄

鋳
田
み
や
　
揺
木
才
子

松
本
悦
子

【
品
９
】
竹
本
郁
子
　
大
塚
　
忠

蓬
沼
カ
ズ
子
　
村
木
マ
ツ
子

高
橋
望
夫
　
↓戸
塚
率
英

須
藤
多
津
美
　
町
田
良
子

山
口
益
男

【高
１０
】
内
田
富
子
　
金
井
達
朗

中
村
和
江
　
木
村
　
滋

吉
住
幸
子
　
斎
藤
信
義

桜
井
弘
子
　
増
野
雄
二
郎

渡
辺
綾
子

【高
担
】
織
茂
兼
嗣
　
児
串
永
二

小
林
巻
嗣
　
根
辞
美
代
子

山
本
茂
生

【高
‐２
】
長
　
美
智
子

塩
野
五
百
子

中
島
宗
治
　
若
林
宏
子

滋
閣
中

一
雄
　
　
石
川
康
子

【高
２７
】
赤
坂
俊
幸
　
大
触
義
郎

Ｘ
選
岡
五
人

【高
２８
】
浜
青
木
幸
子
　
境
野
英
子

圏
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